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㊥㈲北海道難病連音更支部結成大会でのと来吊の方/Jのど挨拶　より

(6月8日)

◇音更町長(代理)民生部々長　途払芳男様◇

最近環境の変化に伴いまして､現代の医学に持ちましても･治療の手

立てがないような難病に苦しんでいる方が･年々増加しているように思

ゎれます｡そうした音更町の皆さん方が､家族がお互いに励まし合いな

がら､助け合いながら､そういうようなことを目的として､さらには又

●　∴∴!-=∴I:∴∵:　　~　一二

がら､一年前から設立準備会を作って努力されてきました｡その結果が

本日ここで､全道18番目の支部が産声を上げたわけでございます｡こ

れには本当に深甚なる敬意を表したいなというふうに思うわけです｡音

更町と致しましても､皆さんが抱えている問題について､十分理解を示

しながら､行政的にお手伝いできるものにつきましては､今後とも役員

の方々と.十分協議させていただきながら･いろんな問題について､解

決のための町も努力してまいりたいというふうに思っております｡どう

か皆さんはこれからも･幸い･又やるせない日々もあることと存じます

が､明日への希望を失わず･本部の結成を妖気といたしまして､ますま

●す協力し合いながら･そしてその力によって暖かく和やかに､今後とも

ぉ互いに励まし合って､と活躍を剛ゝたいなというふうに念軒をいたし

ます.終わりになりますけれども､音更支部の目的は達成されまして､

ますます発展されますように･さらには本日お集まりの皆さん方は元よ

り､と健康に､ご多幸に心からお祈り申し上げたいと思います｡本日の

この大会を､多くの方が出席されて･運営されました役員の方々に対し

て､ ｢本当にご苦労様｣と申し上げたいー以上をbちまして･簡単であ

りますけれども､町長の代わりで･ど挨拶を申し上げます｡とうも有難

うございました｡頑張ってください.



◇帯広保健所(代理)普及課長　浦水美書子株◇

北海道難病連支部結成誠におめでとうございます｡病気の原因や､治

療方法が確立されていない難病患者の方々や､その家族のと苦労は､孤

に深刻なものがあると思います｡こうした難病に悩む方々や､その家族

の福祉の向上を計ることは･社会的な要請でもあり､又我国上げての調

査研究､医療研究によりまして､現にいくつかの疾病では､原臥治績

方法の究明について､明るい希望が兄いだされつつあります.一方で､

病気や障害の重馴ヒや･社会全般が核家族化し高齢化が進む中で､家族

介讃者の問題など･以前として厳しい状況におかれている人々b､少な

くない状況にあります･帯広保健所におきましても､昭和63年4月か

ら-難病相談窓口を設置し､各種の相談に応じている他､難病患者の生

活環境などの把握に勤め､患者及び､家族の方々に対し､生活指導を行

っているところであります･この度の会の結成によりまして､同じ地域

に住む患者や･家族の方々､又同じ病気で悩む人達が､お互いに病気の

ことや､療養生活について･学び､励まし合って､少しでも住みよい社

会･明るく希望をもって暮らせることができる社会を目指して､地域の

仲間たちと･手を堅く結んでいただくことをお願い申し上げます｡最後

になりますか･皆様の-層のと自愛と･北海道難病連音更支部の､これ

からの活動が･ど発展されるよう祈念しまして､ど挨拶と致します｡

◇音更町保健センタ-所長(代理)事務長　岩谷孝司様◇

音更の｢なんわん｣の結成につきましては･確か昨年の2月頃だった

でしょうか･菅原さんとか､穀内さんとか･藤田きんだとか私どもの方

に参ってくれたり･あるいは又連仏部長の方に行ったりいたしまして､

結成に対しましては･行ってみれば行政的なつながりなんて物は､全く

分からない方々な訳なんです･けれども･そう行った中で､あっちぶつ

かりこっちぶつかりしながら･-年ちょっと立って､4月に何とか結成

したいというような話を､聞いておりましたけれども､どうなったのか



なと思っていましたところ､今回のご案内があったわけでございますけ

れども､非常にその間､まともな人間でも､五休満足な人間でも､そう

いった会を組織していく間での経過というものは･非常に大変なんです

けれどt,､不自由な休にムチを打って頂だき･こんなに早く､本町の難

病で苦しんでいる一部ですが･ 60数名の方々の参加を得て､今日結成

大会を迎えられることは･喜ぶという気持ちよりも､ ｢ああ,よかった

なあ｣というふうに思います｡保健センターの仕削ま､ C'承知のように

予防が主な仕事ですが､保健所との繋がり･民生サイドの繋がり､勿
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困っている事を､話し合える場所が､できたということが､本当に艮か

ったなあ､と同時に嬉しくもあります｡行政サイドとしては･財政的な

問題だとか､助けていたTc･く人的な問投だとか･治療していただくお医

者さんの関係だとか､いろんな方々･もちろんボランティアの方々の力

というのは､物凄い大きな力があるわけですが､そういった方々の結集

された中で､この会が進められていくのだろうと思います･結成するの

は簡単なんです｡けれど､それを断続して､ここにきている方々が一心

のよりどころとして､本当に事務局を頼りにしてやっていける･その為

に､保健センターもそうですし､民生福祉サイドもそうなんですけれど
'●　も､皆様方にどれだけのことをしてあげれるのかなと考えるわけでござ

いますが､音更町は､そんなに冷たい訳ではございませんので･その間

でー　あっちぶつかりこっちぶつかり､いろんな問題がこれからも出てこ

ようかと思いますが､私達bできる範囲のtPで､皆様方に対して･と支

援を申し上げなければならないなあと思っておりますので､この会がス

ムーズに発展することをど祈念申し上げまして､取り止めのない粗辞で

はC･ざいますけれども､ど挨拶にかえさせていただきます｡



◇音更町議会(沼新クラブ)文教民生常任委員長　大場博我様◇

先ほど､音吏支部が結成されたことで､非常に嬉しく思っております

｡先ほど体験発表いたしました宝来の方_　そして藤田君は､私の同級生

でありまして､普段から､余り病気.の会話をすることはないんですけれ

ども､普通の人として､同級生三として､よく会話をする仲であります｡

だから､私は病気をしているからといって､余り差別をするようなこと

はー　なるべく　しないでお話をするようにしています｡ですから皆さん方

も､病気ということにこだわらず､一人の人間として､心を開いて､ど

うしてt)閉鎖がちになりますけれども､一人の人間としてより､自分自

身を磨いていくという姿勢が､私は大事ではないかと､私自身も健康で

ありますけれども､健康であっても､心が照しければ何もなりません｡

出すから皆さん方b_　例え身体が不自由だったとしてt)､心だけは聞い

て､もっと頑張っていただきたいと､思います｡これから､地域医療､

福祉の向上に､音更町側も.最善の努力をしていくだろうと､考えてお

ります.身近な交流で､十勝の支部が結成され､そしてまた､音更支部

というものが結成されたわけでありまして､ 60名の会員で発足いたし

ましたけれども､先ほどのパンフレットを見ますと､ 300名程度の方

が.存在しているということであります｡そう言った方々が､より交流

を深めて､お互いに励まし合って､より良い一一人の人間として､成長し

ていくことを､心からt･期待申し上げます｡そして､七つのス｡-ガン　●

が掲げられておりますけれども､これらの初期の目的に向かって､さら

に音更支部が活動前進することを心から願って､今日の音更支部の結成

に当っての､お祝いの言葉にかえたいと思います｡



◇十勝地区社会福祉協議会々長　有沢武一様◇

今日お集まりの皆様には､常日頃から_難病敗者を抱えながら､諸問

題解決のために､公私の別なくおのおのの分野において､日夜と苦労さ

れますことに対し､衷心より敬意を表す次第でございます｡顧みますと

､昭和48年2月､ 1 1 00名家族の北海道難病連絡協議会として､発

足されて､地味な活動を続けてから､近年医療技術が進歩しているにも

かかわらず､末だ病気の原因も,治療方法も分からないために､苦しん

でおられる方々.非滞に多いと聞いております｡このような中で.皆様
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の瑞を地域社会に向けて､さらに大きく広げられることをされ､そして

､成熟した社会福祉の現実に失するところ､大なるものかと存じます.

今後一層のこ活躍をお祈り申し上げます｡般後に皆様方のご健勝と､こ

の度支部結成を成功裡に終えられますことをと祈念いたしまして､お祝

いの言葉といたします｡

◇音更町社会福祉協議会々長　内藤定光枝◇

昨年､菅原きんと事務局の皆さんが､私どもの事務局においでになっ

て､支那結成に向けて努力しているので､と理解いただきたいというこ
'●とから､若干のお手伝いをいただきたいということbc'ざいました｡昨

年は､支部結成準備段階ということで､私どもは民間福祉でございます

からー　そう財源ある訳ではございませんが､若干のお手伝いもさせてい

ただいた､そういう経過もございます｡今年は支部結成をして.本格的

に北海道難病連の支部として,皆さん本当に患っておられる方々のより

所として､頑張っていくんだということで､何か今年から音更町の行政

の方で皆さんのお手伝いの手子入れをしていくとお聞きしておりますの

で､良かったなあ､と私も考えております.本当に日本は経済成長とい

うことで､昭和30年半ば頃から､非常な勢いで､桂消大国になって､



世界中から､浅ましがられるとともに､妬まれているというのが現状で

すが､恵まれたとこには,恵まれないものがあるんだという諺を､昔の

人は言いますけれども､本当に便利がよくなった陰には_　それなりに又

､交通災害､あるいは環境のいろんな面で.また大変苦労される方々も

出てくるということで.経済成長はしたものの.長寿社会になって､高

齢化社会になったということは､おめでたいことでございますけれどち

､それに対してのまた､恵まれない方､お年寄りになっていろいろ患わ

れている在宅の方､施設の方､そうしたかたがたの対策というのも出て

くるわけでございます･今､お二人の発病からの体額を聞かせて頂きだ●

いて､附の熱くなるような思いで､お聞きいたしておりました｡本当に

私とも､まあまあの健常者でございますけれども､私どもも皆さんのそ

うした苦しみはなかなか直々分かち合えるわけではございませんが､さ

っき大場委員長さんが言われたように､本当に､心だけでも､ノーマラ

イゼーションのこの明るい音更町を作っていくために､民間福祉団体と

して､できるだけのお手伝い､ご相談に預かっていきたいと考えており

ます｡どうか一つ､支部結成を契機といたしまして､支部の皆さんのよ

りどころとして､これから増々支部の発展.そして病に苦しまれる皆さ

んが､少しでもいい方向に､健康に向かわれますことを､心からお祈り

申し上げまして､本日の支部結成お祝いのど挨拶といたします｡

牛町保健嘩2んLのかれかコブ一株頭重の農錦上

今回は･卦体･グ2tZ頂き粥.

中野玖縄勤の液凡V,敗免凄冬3敏一し5･した･

埠年もL回3収塵も力等うれきし匠･留線の
ニー協かこ展を射申しエVrます.

●



お申込みは北海道難病達または､部会･支部へ
(2分の1ガ部会(疾病別患者会)や支卦の収入になります)

ご入会 は札幌市中央区南4条西10丁目

北海道難病センター　T E LOl1-51213233
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（個人参加甦病患者の会）あすなろ会

再生不良性黄血愚岩と家族の会

全国筋無力症友の会北海道支部

全国塚原病友の会北海道支部

全国心臓病の子供を守る会北海道支部

全国二分脊椎症児（者）を守る会北海道支部

全国パーキンソン病友の会北海道支部

胆道閉節症の子供を守る会北海道支部

日本オストミー協会（人工肛門・訪胱）北海道

日本てんかん協会（波の会）北海道支部

日本リウマチ友の会北海道支部

北海辺肝炎友の会

北海道潰瘍性大腸炎・クローン病友の会

i北海道ベーチェット病反の会

｜未熟児網膜症から子供を守５会北海道支部一一一

支部名
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室
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厚
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中
早
菱
白
音
岩
戸
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館
勝
路
簡
見

桧 山

支
支
支
支
支
支
支

支
支
中

浜

室
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支

支
支
支
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見沢支部準備

井支部準備

部

部

部

部

部

部
郎
部
部
部
部
部
部
郎
部
部
部
会
会

支部丿気一

伊藤たてお

瓜剛盾市

近江忠

江lコ芙生男

上田弘

十月勝彦

岡村功

上戸臨雄

木村猛雄

炭野恰好

田宮滋子

阿部

河股

田岸

伊藤

地
原
山
本

菊
菅
平
島

正直

清太

正血

彰

豊治

貞助

岩雄

義久

代表者

石川

矢野

猪口

小寺

小田

星田

島木

羽檄

金ａ］

渡辺

雅延

佐藤

呻田

火

肇

英武

千明

隆

政子

義一

武夫

正

勝

洋子

春男

良治

東出輝夫

三好明子

岩崎薫

斎藤政興

森下正規

北側秀俊

同属文悦

中野吐治

青木一良

高野喜久治

川中郎子

連 団 体 臣とｍ

事務局
-一
札幌市中央区所４条西10丁口難炳セｙター内

札幌市

札幌市中央区南４条西10丁目･難病センター内

札幌市中央区南４条西10丁口難病センター内

札幌市

札幌市

札幌市中央区南４条西10丁目難病七ソター内

札幌市

札幌市

札幌市中央区函４条西lOTB難病セｙター内

札幌市

札幌市

札幌市中火区南４条西10丁目難病セッター内

札幌市中央区南４条西10丁口雛病セソター内

札幌市中央区画４条西!OTSK病センター内

札幌市

札幌市

札幌市

札幌市中火区南,1条四10丁｢|難病七ソター内

札悦市

札幌市

札幌市巾火区南４条西lOTH難病セｙター内

札幌市中火区・1-rfcffiI0"JU難病セソター内

札帆市中火区南４条西10丁[]難病セｙター内

札幌市

〈地域支部組織一覧〉

事務局艮

皿中正志

荒尾みや子

山名部章子

佐藤利閥

加藤机子

沢野敞‾F

山田

中島

沿子

幸子

成田庄次

畑瀬幸雄

穀内さかえ

村田信二

吉田敬一郎

事務局

札幌市中火区而４条西I『□l難病センター内

旭川市

函館市

帯広市

il'l路市

室蘭市

北見市

桧山ａ江差町

根室市

阿寒郡阿寒町16線29社会福祉協温会内

厚岸郡厚岸町

川上郡標茶町

標津郡中標津町

勇払郡早来町

上川郡美瑛町

白老郡白老町

河東郡音更町

岩見沢市南町

亀田郡戸井町
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北海道難病連t７ａ九７お
札幌市中央区南４豪BIOTBTMTI―ill―3715

FAX513―4107

月一金曜10峙～!S時、土曙10峙～S4時、０曜祝日は休み
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